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２０２１年度（令和３年度） 

第１回福山市地域コミュニティ推進懇談会 

○開催目的 

 「福山市地域コミュニティのあり方検討委員会」の報告を踏まえた多様な主体の取組を

検証するとともに，各団体が連携，協働して地域コミュニティの再構築に向けた取組を推

進するために開催しています。「人口減少時代の地域コミュニティのあり方報告書」で報

告された内容について，できることから取り組んでいきます。 

 

○委員（五十音順） 

井上 誠   地域づくり塾修了者（御幸学区） 

小葉竹 靖  福山市市民局長 

佐藤 賢一  福山市自治会連合会会長 

杉原 広昭  福山商工会議所青年部運営専務 

道城 俊二  福山市 PTA 連合会幹事 ※欠席 

橋本 哲之  福山市社会福祉協議会会長 ※欠席 

平岡 顕治  中間支援組織（NPO 法人ひとまちスタジオ理事長） 

 要   福山明るいまちづくり協議会会長 

藤井 眞弓  福山市女性連絡協議会事務局長 

古谷 輝昭  福山市老人クラブ連合会副会長 

真室 明美  福山市福祉を高める会連合会副会長 

村田 政雄  福山市公衆衛生推進協議会副会長兼事務局長 

吉田 美砂  福山市子ども会育成協議会事務局長 

寄髙 英樹  地域づくり塾修了者（光学区） 

 座長  渡邉 一成  福山市立大学都市経営学部学部長 

 

○アドバイザー 

櫻井 常矢 福山市持続可能な地域コミュニティ形成に関する政策アドバイザー 

       高崎経済大学地域政策学部教授 
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２０２１年度（令和３年度）第１回福山市地域コミュニティ推進懇談会 

○日時 

2021 年（令和 3年）7月 12 日（月）18:30～20:30 

 

○会場 

福山市役所本庁舎 3階 大会議室 

 

○次第 

１ 事例発表「地域活動の負担，担い手不足への対応」 

(1)「地域での役員兼務，次世代への情報発信について」 

福山市福祉を高める会連合会副会長 真 室 明 美 委員 

(2)「地域活動を担う次世代として思うこと」 

地域づくり塾修了者（光学区） 寄 髙 英 樹 委員 

 

２ ワークショップ・発表 

  (1) 事前説明 

  (2) ワークショップ 

テーマ１「より多くの人がやりがいを持って取り組める地域活動とは」 

テーマ２「地域組織の声を聴くためには」 

  (3) 発表 

 

・講評 

・全体を通しての質疑 

・まとめ 

・事務連絡 

 

 

【懇談会の内容】 

○事例発表１「地域での役員兼務，次世代への情報発信について」 

 私は，福山市福祉を高める会連合会の副会長を務めている。 

これ以外にも地域で複数の役員を務めており，ちょっと役員兼務

が行き過ぎている状態にある。坪生学区まちづくり推進委員会の構

成団体の中だけでも７つ。それ以外の活動も加えると全体で 15 の

役員を兼務している。 

必然的に出席する会議も増え，月７～８回出席している。もちろ

ん，会議に出るだけでなく，会議を仕切る役割もあるため，会議の

書類を読み込むだけでも非常に苦労している。 
真 室 明 美 委員 

（福山市福祉を高める会連合会） 
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このように多くの団体へ参加するきっかけとなったのは，定年後すぐに町内の老人会から

パソコン教室の講師を依頼されたこと。当時は，仕事もしていたため，パソコン教室の講師

として土日の１，２時間の関わりのみだった。そこから２，３年すると老人会への参加のお

誘いと併せて「せっかくだから…」と会長への就任依頼があり，「はい，分かりました」と老

人会の会長に。その後，前任の「福祉を高める会書記長」の急な退任に伴い，就任依頼が来

た。「やったことがないから…」と言ったものの，「やっていけば分かるから」と言われ「は

い，分かりました」と「福祉を高める会書記長」に就任。このように「はい，分かりました」

の積み重ねで今の状況になっている。 

自分でも役員をやりすぎていると思っているが，悪いことばかりではなく，いろいろなこ

とをやっていると人とのつながりが出来たことがよかったと感じている。坪生学区は，昔か

ら住んでいる人と JFE 関係で造成された団地に住んで 30～40 年経つ人が混在している地域。

私は，後者だが，昔から住んでいる人の中に入って，顔見知りが増えて，仲良しになれたこ

とはよかったと感じている。新型コロナウイルス感染症の影響で地域のいろいろな行事がな

くなり，地域活動に充てる時間が少なくなって，楽になったという素直な気持ちもあるが，

新型コロナウイルス感染症が落ち着いたら，以前のように活動をしていきたいと思っている。

また，生活支援事業（高齢者世帯の除草，庭木の剪定）の作業はしんどい部分もあるが，感謝

されるとうれしい。それがクセになっていろいろな活動を続けられている。 

これから，40・50 代の次の世代に様々な地域活動を受け継いでもらえるかが課題。若い世

代の人たちは無関心なのではないかと思っていたが，町内会の総会を書面開催したら，若い

世代から貴重な意見が寄せられた。自分たちの活動の情報発信を次世代に届く形で行うこと

ももちろんだが，いかにコンタクトを取り参加を促すか。また，意見がぶつかるようなこと

があれば，役員は若い世代に寄り添うことも大切。みんなが今住んでいる自分のまちが少し

でも明るく，ここにいてよかったと思えるまちになれば万々歳だ。 

 

○事例発表２「地域活動を担う次世代として思うこと」 

 光学区町内会の副会長をしている。 

 私が思う地域の現状について話したいと思う。１番目は，地域

の役割（必要性）が不要になり，コミュニケーションが希薄にな

っている。いろいろなことが便利になったことで，コミュニケー

ションを必要とする場面（例：冠婚葬祭）が減少してきた。２番

目は，１番目とは真逆だが，地域の役割（必要性）が増している。

高齢者世帯では，若者が気づかない不自由なことがあり，日常で

も有事でも遠くの親戚より，近くの他人が助けになることがあ

る。子育て世代にとっても年長者の経験や言葉が助けになること

がきっとある。 

 私自身は，町内会の役員になって初めて町内会の活動を認識した。役員になるまでは，ゴ

ミステーションの掃除当番と回覧を回すことくらいしか知らなかった。 

  

寄 髙 英 樹 委員 

（地域づくり塾修了者（光学区）） 
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～地域の人が地域活動のことを知らないのはなぜか？～ 

①親世代が地域活動に出るので子世代が出る機会がない。 

②引っ越して来た人に知らされていない。自分が引っ越してきたときにも地域活動に 

関するお知らせはなかった。 

③役員以外の人に頼みにくいので役員だけでやってしまっている。 

このようなことから地域の人たちにちゃんと地域活動の情報が伝えられていない現実が 

見えてきた。 

～地域活動が活発にならないのはなぜか？～ 

①必要性に気づかず，自己完結している。 

②知ってはいるが，自分に降りかかっていないので，そこに関心が向かない。（他人事） 

③誰かが解決してくれると思っている（依存型） 

このような方々に地域活動に興味を持ち参加してもらおうと思うと，地域活動の内容と理

由をセットにして，情報発信をしていかないといけない。そのためには，「やる理由を明確に」

して，「しなければならない」ではなく，「したい」で考え，「やりたいことを一緒にやる仲間

を，世代を超えて募っていく」ことがとても大切だと思う。 

過去の慣習にとらわれず，これから必要なことを先人たちの知恵を借りながら次世代が担

っていき，誰かの役に立つ喜びを感じながら活動ができれば良いと思う。 

 

○ワークショップ・発表 

各テーマについて，各委員が３班に分かれてワークショップ形式で意見交換を行った。 
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○講評 

【地域活動を知らない】 

役員以外の人が参加してくれないではなくて，そもそも活動が知

られていない。伝えていない。「若い人たちに対して，我々からのア

プローチが弱い。」この言葉が今日の発表で印象的だった。若い人た

ちは無関心ではなく，気持ちはある。我々のアプローチと伝えること

が基本である。 

【取り組む理由】 

何のためにやっているのか，皆さん知らない。団体や事業の名前だ

けが伝わっている。輪番制でとにかく団体の役員にならなければな

らないとか。団体の会長に「何のための組織ですか。」と聞いても意

外に答えられない。前任者から引き継いだだけになっている。何のた

めに取り組むかを明確にすることが大事であり，もっと重要なことは，一人ひとりがそれを

明確にする作業に関わること。ひとは，取り組む理由を自分の言葉にすると，必ずこだわり

が生まれる。 

【リーダー（先輩）基準からその人基準へ】 

みなさんが言うように，地域活動は楽しくて，やりがいがあるべきだと思うが，何が楽し

いかは人によって違う。人と交わることが嫌いな人もいる。その人は家で事務的な作業をや

ることが得意かもしれない。やりがいも人によって基準は違う。やりがいも楽しさも「リー

ダー（先輩）基準」から「その人基準」と捉えることが大切ではないか。 

リーダー（先輩）基準でみんなに同じことをしてもらうことが一番楽。そうではなくて，

その人基準が大切。ただし，ここで問われるのが「コーディネート力」。「その人基準」でいく

と，みんながバラバラで行動することも意味するため，やりがいのあるのは良いのだけれど，

地域として肝心なことができていなかったりする。だから「コーディネート力」はこういう

時にとても大切である。 

【知る機会・感謝する場面をつくる】 

「知る」とか「感謝する場面を作る」ことは地域にとって大切である。 

地域で普段頑張っている人は，ひとから感謝されたり，意外と褒められたりする場面がな

い。まして，地域づくりはボランティアが基本だからお金が出るわけでもない。 

しかし，他人に感謝されると気分が良くなる。今日の発表にもあった「くせになる」。嬉し

くなる。もっと頑張ってみようかなって気持ちになる。そうした意味では，普段の地域の取

組の発表会をやってみるのも良い。ある地域では，毎年，男性陣が女性陣に手作りのプレゼ

ントを贈ったりしている。この地域は何でも男性が中心の社会だった。「それではだめだ，女

性も活躍できる地域をつくる」として変わった。そうした地域では高齢化は進んでいるけど，

みんながすごく楽しんでいる。高齢化だからこそやりがいをもって楽しく活動することが重

要。その意味でも「感謝する場面」をつくってみてはどうか。 

  

櫻 井 常 矢 

アドバイザー 

高崎経済大学 

地域政策学部 教授 
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【まとめ】 

これまでの懇談会の議論の中でも，ある地域のリーダーが「現状維持ではだめ。何を守っ

て，何を変えるのかを考えなければいけない」と言われた。地域課題はどんどん押し寄せて

くる。地域の取組をじっくり考えていきたいけど，緊急課題のようにも感じる。 

「個人」でも暮らせる社会になったという意味では，地域活動も選択肢の一つである。そ

のため「選ばれる地域活動，魅力ある地域活動」になりたいものである。そのためのヒント

を今日整理できたと思う。 

 

○まとめ 

【楽しい活動】 

「楽しい活動」とするためにはどうすればよいかと言えば，いろん

な人に「あなたの楽しい活動って何？」って聞くことが大事だと思い

ます。「祭りだ」とか「運動会だ」と様々な活動が出てくると思いま

すが，その話を聞いて，皆での話し合いにより収束していくことが大

事だと思います。私は都市計画が専門なので，「ここにどのような建

物があればいいですか？」と尋ねると，皆，人それぞれに自分が欲し

い物を言います。でも，それを全部実現することは当然できません。

その中で，みんなが「これがいいよね」って言う物を作らなければい

けないわけで，そのためには話し合いで決めていくことが大事だということです。 

つまり，楽しい活動をするために何が必要かっていうと，話し合いの輪を広げて話し合い

を深めていく必要がある。というのが１つのポイントになります。 

【自主自立・客観性】 

地域活動は，自主自立ですから，基本的に自走して頑張っていただくということになりま

すが，例えば民間企業が取り組む事業を自社で決めるのは当たり前のことです。その民間企

業はその当たり前のことをどうやってやるかというと，もちろん自分たちで考えてやるので

すが，時には専門家を呼んでアドバイスを受けています。 

そういう意味では，地域活動も，もちろん自分たちの地域の信頼を高めるみたいなこと，

あるいは自分たちもその地域の価値を高めて，自分たちの地域に軸を持つということに対し

て，一生懸命取り組まれていると思いますが，外から見たときに自分たちの地域はどう見え

るのかというアドバイスを受けられると，こんないいことがあるのか，こんなことをしたら

いいのでは，ということもあるのではないかと思います。 

【これからの地域活動】 

話し合いの輪を広げ深めること。そして，第三者的なところから見る，これからの地域活

動はそういった支援のあり方が必要な段階に入ってきていると思います。 

支えてもらうことによって良くなることもあるし，新たな弾みがついて，ちょっと違う方

向に話が動いたりすることもあるのかもしれません。 

そういう意味では，今日は，地域活動のあり方について，すごくいい議論がたくさん出ま

したので，次回のこの会議では，その地域活動の支援のあり方について，少し議論を進めて

いければと思います。 

渡邉一成 座長 

福山市立大学 

都市経営学部 教授 


